
平安時代、醍醐天皇の御代、
時の右大臣「菅原道真 ( すがわらのみちざね )｣ は、
左大臣の「藤原時平 ( ふじわらのときひら )｣の謀により九州は太宰府に左遷され、
間もなくこの地で無念の死を迎えます。この神楽は、
道真が死ぬ間際に息子の『 官 秀才 ( かん しゅうさい ) 』に時平等の謀略に対する無念を告げ、
　　「都に上り藤原一族を打ち滅ぼし、再び帝への忠勤を尽くすべし｣ と、
息絶えるところから始まります。
道真は藤原一族への凄まじい怨念で『 雷 神 』と化し、
道真の仇を討たんと都へ上る、秀才の出立を見届けます。
しかし、都に上るもすでに状況を察知され時平らの待ち受けにあいます。
ここで決戦の前に和歌の掛け合いを行います。
しかし時平は、秀才に和歌では適わないとわかると否や、たちまち剣での合戦を挑みます。
秀才形勢不利の状況に陥ったその時、
 『 雷 神 』が現われ、秀才と共に一気に藤原一族を打ち倒します。

菅原道真は、学問の神として親しまれておりますが、
反面、日本最強の怨霊としての言い伝えもあり、
物語の題材としても広く扱われています。

菅原道真は梅を非常に好んでいたとされています。

道真が太宰府に左遷される際、
大事にしていた自宅の梅の前で詠んだという有名な歌が
　
　　　『 東風（こち）吹かば 匂ひをこせよ 梅の花
　　　　　　　　　　　　　 主なしとて 春な忘れそ 』です。

　ここに出てくる梅は道真が生まれた時から家にあり、
共に育ってきた梅の木を指しています。
学問詩歌に秀でた家系に生まれ、幼少の折から優秀だった道真は、
５才の時既に梅を題材にした和歌を詠んでいますが、
そこに出てくる梅も、この梅の木のようです。

　左遷となり、今生の別れとなるはずの梅の木でしたが、
飛梅伝説によれば道真が好きだった庭の梅は、道真を慕い、はる
ばる大宰府まで 飛んできて根をおろしたと伝えられています。
　諸説ありますが、道真の梅の木は九州に残り
今は菅原道真を祭る太宰府天満宮の神木とされ、大事に扱われて
います。
　道真が愛した梅の花もモチーフに舞台は演出されました。
道真を想い慕い飛梅伝説にもなった梅のその花びらは、
舞台で可憐に美しく散りばめられました。
　時として秀才を見守るかのように
　時として無念の雷神と化した道真に加勢するかのように
　そして、仇を成した秀才を喜びを称えるかのように
ホールならではの雰囲気と美しい照明によって、
より幻想的でドラマティックにひらひらと美しく舞い散り、
舞台に華を添えました。
　　　　　　　　　　　( 2011. 9. 25 さくらぴあ共演大会 初演 )


